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JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

三
月
二
十
五
日
㈯
に
川
中
島
合
戦
に
関
係
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
に
て

行
い
ま
し
た
。

題
材
に
さ
せ
て
頂
い
た
こ
の
川
中
島
の
戦
い

は
、
皆
さ
ん
が
名
前
だ
け
で
も
聞
い
た
事
が
あ

る
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

何
が
起
こ
り
、
関
係
す
る
史
跡
に
は
ど
の
よ
う

な
物
が
あ
り
、
こ
の
地
域
に
何
を
残
し
た
の
か

を
知
っ
て
い
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
参
加
さ
れ
た
皆

様
は
、
博
物
館
の
方
よ
り
説
明
を
聞
い
た
り
、

ス
ゴ
ロ
ク
形
式
で
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
事
で
少

し
で
も
川
中
島
の
戦
い
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
自
分
た
ち
の
地
元
の
誇
り
と
し
て
い
っ

て
頂
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。

ま
た
、
こ
の
戦
い
の
一
場
面
が
公
益
社
団
法

人
南
長
野
青
年
会
議
所
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で

あ
り
ま
す
。
戦
い
当
時
の
武
田
・
上
杉
の
年
齢

と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
我
々
、
青
年
会
議
所
メ

ン
バ
ー
が
、
お
そ
ら
く
両
雄
も
考
え
た
で
あ
ろ

う
、
こ
の
地
域
を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

を
考
え
、
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
事
に
よ
り
こ

の
地
域
の
新
た
な
歴
史
を
創
造
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
多
く
の
方
々
に
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
陽
祐

2023年度
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委
員
長
所
感

　
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
五
日

㈯
、
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園

に
て
、
三
月
例
会
『
い
ざ
出

陣
！
リ
ア
ル
川
中
島
合
戦
ス
ゴ

ロ
ク
』
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
上
杉
軍
、
武
田
軍

に
分
か
れ
て
い
た
だ
き
、
午
前

中
は
各
軍
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
旗

指
物
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
資
料
館
に
て
川
中
島
合

戦
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
午
後

は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
川

中
島
合
戦
ス
ゴ
ロ
ク
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ス
ゴ
ロ
ク
の
内
容
は
午
前
中

に
資
料
館
で
学
ん
で
い
た
だ
い

た
内
容
を
主
軸
に
置
き
、
写
真

撮
影
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
マ
ス
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
富
ん
だ
内
容
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
三
年
八
月
二
十
五
日
㈮
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会

議
室
に
お
い
て
、（
公
社
）南
長
野
青
年

会
議
所
　
二
〇
二
三
年
度
第
二
回
通
常

総
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
総
会
に
お

い
て
は
、
第
一
部
に
て
、
「
第
一
号
議

案
　
二
〇
二
三
年
度
補
正
収
支
予
算

（
案
）承
認
に
関
す
る
件
」「
第
二
号
議

【黎明の鍵の伝達式】
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３
月
　
日
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川
中
島
古
戦
場
史
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園

25

企
画
担
当  

■

令
和
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
■

案
　
二
〇
二
四
年
度
理
事
長
並
び
に
監

事
予
定
者（
案
）選
任
に
関
す
る
件
」

「
第
三
号
議
案
　
二
〇
二
四
年
度
理
事

並
び
に
正
副
議
長
予
定
者（
案
）選
任
に

関
す
る
件
」
の
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
に
お
い
て
は
、
南
長

野
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
会
、
北
信
４
Ｌ

Ｏ
Ｍ
の
ご
出
席
者
の
皆
様
の
前
で
、
二

〇
二
四
年
度
、
次
年
度
理
事
長
候
補
者

が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
四

年
度
候
補
者
の
藤
岡
秀
一
君
は
、
今
年

度
理
事
長
平
山
亮
太
君
よ
り
、
南
長
野

青
年
会
議
所
に
代
々
伝
わ
る
【
黎
明
の

鍵
】
を
伝
達
さ
れ
、
次
年
度
の
幕
開
け

を
飾
る
こ
と
に
な
り
、
ご
来
賓
の
皆
様

の
前
で
次
年
度
に
向
け
て
熱
い
念
い
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
〇
二

三
年
度
も
残
り
四
か
月
、
全
力
を
も
っ

て
事
業
に
臨
み
、
二
〇
二
四
年
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
南

長
野
青
年
会
議
所
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
ま
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
松
代
甲

冑
隊
も
ご
参
加
い
た
だ
き
参
加

者
の
皆
様
に
は
甲
冑
隊
の
皆
様

と
写
真
撮
影
等
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。

　
幸
い
午
前
中
に
降
っ
て
い
た

雨
も
午
後
に
は
晴
れ
、
例
会
を

予
定
通
り
行
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
私
共
南
長
野
青
年
会
議
所

に
と
っ
て
も
幸
い
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
が
、
小
学
生

か
ら
中
学
生
と
な
り
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
謎
解
き
で
は
、
真

剣
に
悩
み
、
一
つ
の
問
題
に
三

十
分
か
け
る
参
加
者
も
い
ま
し

た
。
こ
の
長
野
の
魅
力
で
あ
る

川
中
島
合
戦
を
深
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
多
く
の
方
に
よ
り
長

野
市
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

お
も

JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

地
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二
〇
二
三
年
四
月
十
九
日
㈬
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大

会
議
室
に
て
、（
公
社
）南
長
野
青
年

会
議
四
月
例
会
『
地
域
の
た
め
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
な
ろ
う
』
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
会
員
拡
大
・
組
織
向
上

室
　
室
長
　
榊
原
剛
君
が
講
師
と
し

て
、
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｊ

ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
を
も
と
に
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
は
な
に
か
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
し
て
必
要
な

行
動
、
考
え
方
と
は
何
か
を
皆
で
学

び
ま
し
た
。

　
周
囲
を
巻
き
込
み
、
先
導
し
、
周

り
に
思
い
を
伝
播
す
る
方
法
を
榊
原

室
長
の
講
演
形
式
で
深
く
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
私
た
ち
南
長
野
青

年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
ど

の
よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
、
ど

の
よ
う
に
仕
事
に
生
か
し
て
い
く
か

を
考
え
る
重
要
な
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
社
会
人
の
資
質
向
上
と
し

て
素
晴
ら
し
い
例
会
で
あ
っ
た
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
五
類
と
な
り
、
募
集
定
員
を
一

五
〇
名
と
し
て
二
〇
一
八
年
以
前

の
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
を
取
り
戻

す
気
持
ち
で
設
営
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
〜
二
〇

二
一
年
は
中
止
、
二
〇
二
二
年
は

感
染
症
対
策
を
し
規
模
縮
小
で
の

開
催
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
参
加

者
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
一
〇
〇
名
を
超
え
る

子
ど
も
達
が
相
撲
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
相
撲
道
を
通

じ
礼
節
を
学
び
・
勝
ち
負
け
の
結

果
で
は
な
く
子
供
た
ち
の
心
身
の

成
長
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
次
年

以
降
も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り

相
撲
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
審
判

団
の
方
々
・
信
州
な
で
し
こ
隊
の

方
々
・
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
様
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
多
数
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
で
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、

委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

久
保
善
幸

委
員
長
所
感

　
資
質
向
上
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ

と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
影
響
を
与
え
る
の
か
、

私
自
身
も
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
な
が
ら
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
何
も
考
え
ず
に
Ｊ
Ｃ
活
動
を
行
う
よ
り

は
、
行
動
を
起
こ
す
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続
け

る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
な
の
だ
な
と
痛
感
致
し

ま
し
た
。

榊
原

剛

室
長
所
感

　
二
〇
二
三
年
五
月
二
十
一
日

㈰
、
南
長
野
運
動
公
園
相
撲
場

に
て（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
五
月
例
会
『
第
三
八
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
　
第
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場

所
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
は
三
年
ぶ
り
に
全
学
年
対
象

に
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
小
学
生
が
参
加
し

て
く
だ
さ
り
、
一
〇
〇
名
を
超

え
る
申
し
込
み
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
試

合
に
全
力
を
傾
け
、
見
て
い
る

私
た
ち
も
引
き
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
熱
い
取
り
組
み
を
多
く
見

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
薄
く
な
り
、
こ
の
よ
う

月
例
会

5
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第38回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所

第4回

５
月
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㈰
　
　
　
　
　
　
　

南
長
野
運
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園
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撲
場

21

第38回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

７
月
　
日
㈰
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国
国
技
館

30

第4回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

９
月
　
日
㈰
　
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
ア
リ
ー
ナ

24

第3回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰
　
茅
野
市
運
動
公
園
相
撲
場

24

第4回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰
　
茅
野
市
運
動
公
園
相
撲
場

24

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

な
行
事
が
以
前
の
よ
う
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
非

常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
子

供
た
ち
の
取
り
組
み
は
見
て
い

る
私
た
ち
も
、
目
を
奪
わ
れ
る

ほ
ど
熱
く
、
見
て
い
る
私
た
ち

や
保
護
者
の
方
々
の
大
き
な
声

援
が
会
場
中
に
響
き
渡
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
〇
二
三
年
六
月
二

十
四
日
㈯
、
茅
野
市
運
動
公
園

相
撲
場
に
て
行
わ
れ
た
、
第
四

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大

会
、
第
三
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女

子
長
野
県
大
会
に
お
い
て
は
、

南
長
野
よ
り
出
場
の
選
手
七
名

が
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
す

る
な
ど
、
南
長
野
枠
大
躍
進
と

な
り
、
女
子
の
部
に
お
い
て
は

小
学
四
年
生
、
五
年
生
、
六
年

生
、
全
て
の
学
年
で
優
勝
を
果

た
し
、
男
子
四
年
生
の
部
に
お

い
て
も
優
勝
を
果
た
す
と
い

う
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
男
子
全
国
大
会
は
二
〇
二
三

年
七
月
三
十
日
㈰
に
、
両
国
国

技
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
出
場

選
手
た
ち
が
全
国
の
猛
者
た
ち

相
手
に
素
晴
ら
し
い
闘
志
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
全
国

大
会
は
二
〇
二
三
年
九
月
二
十

四
日
㈰
、
新
発
田
市
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
ア
リ
ー
ナ

に
開
催
予
定
で
あ
り
、
選
手
た

ち
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
南
長
野
青
年

会
議
所
の
旗
艦
事
業
と
し
て
続

い
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

三
月
二
十
五
日
㈯
に
川
中
島
合
戦
に
関
係
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園
に
て

行
い
ま
し
た
。

題
材
に
さ
せ
て
頂
い
た
こ
の
川
中
島
の
戦
い

は
、
皆
さ
ん
が
名
前
だ
け
で
も
聞
い
た
事
が
あ

る
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際

何
が
起
こ
り
、
関
係
す
る
史
跡
に
は
ど
の
よ
う

な
物
が
あ
り
、
こ
の
地
域
に
何
を
残
し
た
の
か

を
知
っ
て
い
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
参
加
さ
れ
た
皆

様
は
、
博
物
館
の
方
よ
り
説
明
を
聞
い
た
り
、

ス
ゴ
ロ
ク
形
式
で
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
事
で
少

し
で
も
川
中
島
の
戦
い
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
自
分
た
ち
の
地
元
の
誇
り
と
し
て
い
っ

て
頂
け
た
な
ら
幸
い
で
す
。

ま
た
、
こ
の
戦
い
の
一
場
面
が
公
益
社
団
法

人
南
長
野
青
年
会
議
所
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で

あ
り
ま
す
。
戦
い
当
時
の
武
田
・
上
杉
の
年
齢

と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
我
々
、
青
年
会
議
所
メ

ン
バ
ー
が
、
お
そ
ら
く
両
雄
も
考
え
た
で
あ
ろ

う
、
こ
の
地
域
を
ど
う
し
て
い
く
べ
き
な
の
か

を
考
え
、
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
事
に
よ
り
こ

の
地
域
の
新
た
な
歴
史
を
創
造
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
多
く
の
方
々
に
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

小
林
陽
祐

2023年度
令和まちづくり推進委員会

委員長
小林 陽祐

委
員
長
所
感

　
二
〇
二
三
年
三
月
二
十
五
日

㈯
、
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園

に
て
、
三
月
例
会
『
い
ざ
出

陣
！
リ
ア
ル
川
中
島
合
戦
ス
ゴ

ロ
ク
』
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
上
杉
軍
、
武
田
軍

に
分
か
れ
て
い
た
だ
き
、
午
前

中
は
各
軍
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
旗

指
物
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
資
料
館
に
て
川
中
島
合

戦
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
午
後

は
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
川

中
島
合
戦
ス
ゴ
ロ
ク
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ス
ゴ
ロ
ク
の
内
容
は
午
前
中

に
資
料
館
で
学
ん
で
い
た
だ
い

た
内
容
を
主
軸
に
置
き
、
写
真

撮
影
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
マ
ス
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
に
富
ん
だ
内
容
を

行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
三
年
八
月
二
十
五
日
㈮
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大
会

議
室
に
お
い
て
、（
公
社
）南
長
野
青
年

会
議
所
　
二
〇
二
三
年
度
第
二
回
通
常

総
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
総
会
に
お

い
て
は
、
第
一
部
に
て
、
「
第
一
号
議

案
　
二
〇
二
三
年
度
補
正
収
支
予
算

（
案
）承
認
に
関
す
る
件
」「
第
二
号
議

【黎明の鍵の伝達式】
平山理事長と藤岡理事長予定者

第
二
回
通
常
総
会

８
月
　
日
㈮

25

企
画
担
当  

■

総
務
委
員
会
■

2023
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理事長予定者　　　藤岡　秀一　君
直前理事長　　　　平山　亮太　君
外部監事予定者　　米山　拓郎　氏
　　　〃　　　　　小山　恵吾　氏
副理事長予定者　　榊原　　剛　君
　　　〃　　　　　飯田　一基　君
専務理事予定者　　西澤　雅弥　君
委員長予定者　　　酒井　信治　君
　　　〃　　　　　児島　　翔　君
拡大室長予定者　　青木　　充　君
副委員長予定者　　古川　諒一　君
　　　〃　　　　　小林　陽祐　君
　　　〃　　　　　渡邊　行伸　君
　　　〃　　　　　上條　裕太　君
事務局長予定者　　児島　　翔　君
事務局次長予定者　渡邊　行伸　君
　　　〃　　　　　上條　裕太　君

議長予定者　　　　山岸　　晃　君
副議長予定者　　　小林　陽祐　君

2024年度
理事並びに正副議長予定者

い
ざ
出
陣
！
リ
ア
ル
川
中
島
合
戦
ス
ゴ
ロ
ク

月
例
会

3

３
月
　
日
㈯
　
川
中
島
古
戦
場
史
跡
公
園

25

企
画
担
当  

■

令
和
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
■

案
　
二
〇
二
四
年
度
理
事
長
並
び
に
監

事
予
定
者（
案
）選
任
に
関
す
る
件
」

「
第
三
号
議
案
　
二
〇
二
四
年
度
理
事

並
び
に
正
副
議
長
予
定
者（
案
）選
任
に

関
す
る
件
」
の
三
議
案
が
上
程
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部
に
お
い
て
は
、
南
長

野
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
会
、
北
信
４
Ｌ

Ｏ
Ｍ
の
ご
出
席
者
の
皆
様
の
前
で
、
二

〇
二
四
年
度
、
次
年
度
理
事
長
候
補
者

が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
二
四

年
度
候
補
者
の
藤
岡
秀
一
君
は
、
今
年

度
理
事
長
平
山
亮
太
君
よ
り
、
南
長
野

青
年
会
議
所
に
代
々
伝
わ
る
【
黎
明
の

鍵
】
を
伝
達
さ
れ
、
次
年
度
の
幕
開
け

を
飾
る
こ
と
に
な
り
、
ご
来
賓
の
皆
様

の
前
で
次
年
度
に
向
け
て
熱
い
念
い
を

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
〇
二

三
年
度
も
残
り
四
か
月
、
全
力
を
も
っ

て
事
業
に
臨
み
、
二
〇
二
四
年
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
南

長
野
青
年
会
議
所
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
ま
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
松
代
甲

冑
隊
も
ご
参
加
い
た
だ
き
参
加

者
の
皆
様
に
は
甲
冑
隊
の
皆
様

と
写
真
撮
影
等
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
。

　
幸
い
午
前
中
に
降
っ
て
い
た

雨
も
午
後
に
は
晴
れ
、
例
会
を

予
定
通
り
行
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
私
共
南
長
野
青
年
会
議
所

に
と
っ
て
も
幸
い
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
多
く
が
、
小
学
生

か
ら
中
学
生
と
な
り
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
や
謎
解
き
で
は
、
真

剣
に
悩
み
、
一
つ
の
問
題
に
三

十
分
か
け
る
参
加
者
も
い
ま
し

た
。
こ
の
長
野
の
魅
力
で
あ
る

川
中
島
合
戦
を
深
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
多
く
の
方
に
よ
り
長

野
市
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

お
も

JAYCEEとして  地域の青年として  仲間と共に未来を創ろう
あす

地
域
の
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
な
ろ
う

企
画
担
当  

■

会
員
拡
大
・
組
織
向
上
室
■

４
月
　
日
㈬
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月
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会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会
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二
〇
二
三
年
四
月
十
九
日
㈬
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大

会
議
室
に
て
、（
公
社
）南
長
野
青
年

会
議
四
月
例
会
『
地
域
の
た
め
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
な
ろ
う
』
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
会
員
拡
大
・
組
織
向
上

室
　
室
長
　
榊
原
剛
君
が
講
師
と
し

て
、
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｊ

ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
を
も
と
に
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
は
な
に
か
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
し
て
必
要
な

行
動
、
考
え
方
と
は
何
か
を
皆
で
学

び
ま
し
た
。

　
周
囲
を
巻
き
込
み
、
先
導
し
、
周

り
に
思
い
を
伝
播
す
る
方
法
を
榊
原

室
長
の
講
演
形
式
で
深
く
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
私
た
ち
南
長
野
青

年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
ど

の
よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
、
ど

の
よ
う
に
仕
事
に
生
か
し
て
い
く
か

を
考
え
る
重
要
な
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
社
会
人
の
資
質
向
上
と
し

て
素
晴
ら
し
い
例
会
で
あ
っ
た
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
五
類
と
な
り
、
募
集
定
員
を
一

五
〇
名
と
し
て
二
〇
一
八
年
以
前

の
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
を
取
り
戻

す
気
持
ち
で
設
営
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
〜
二
〇

二
一
年
は
中
止
、
二
〇
二
二
年
は

感
染
症
対
策
を
し
規
模
縮
小
で
の

開
催
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
参
加

者
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
一
〇
〇
名
を
超
え
る

子
ど
も
達
が
相
撲
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
相
撲
道
を
通

じ
礼
節
を
学
び
・
勝
ち
負
け
の
結

果
で
は
な
く
子
供
た
ち
の
心
身
の

成
長
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
次
年

以
降
も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り

相
撲
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
審
判

団
の
方
々
・
信
州
な
で
し
こ
隊
の

方
々
・
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
様
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
多
数
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
で
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、

委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

久
保
善
幸

委
員
長
所
感

　
資
質
向
上
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ

と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
影
響
を
与
え
る
の
か
、

私
自
身
も
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
な
が
ら
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
何
も
考
え
ず
に
Ｊ
Ｃ
活
動
を
行
う
よ
り

は
、
行
動
を
起
こ
す
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続
け

る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
な
の
だ
な
と
痛
感
致
し

ま
し
た
。

榊
原

剛

室
長
所
感

　
二
〇
二
三
年
五
月
二
十
一
日

㈰
、
南
長
野
運
動
公
園
相
撲
場

に
て（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
五
月
例
会
『
第
三
八
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
　
第
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場

所
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
は
三
年
ぶ
り
に
全
学
年
対
象

に
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
小
学
生
が
参
加
し

て
く
だ
さ
り
、
一
〇
〇
名
を
超

え
る
申
し
込
み
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
試

合
に
全
力
を
傾
け
、
見
て
い
る

私
た
ち
も
引
き
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
熱
い
取
り
組
み
を
多
く
見

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
薄
く
な
り
、
こ
の
よ
う

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会
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企
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■

子
育
ち
応
援
委
員
会
■

わ
ん
ぱ
く
相
撲
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野
場
所

第38回
わ
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ぱ
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撲
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野
場
所

第4回

５
月
　
日
㈰
　
　
　
　
　
　
　

南
長
野
運
動
公
園

相
撲
場

21

第38回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

７
月
　
日
㈰
　
両
国
国
技
館

30

第4回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

９
月
　
日
㈰
　
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
ア
リ
ー
ナ

24

第3回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰
　
茅
野
市
運
動
公
園
相
撲
場

24

第4回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰
　
茅
野
市
運
動
公
園
相
撲
場

24

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

な
行
事
が
以
前
の
よ
う
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
非

常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
子

供
た
ち
の
取
り
組
み
は
見
て
い

る
私
た
ち
も
、
目
を
奪
わ
れ
る

ほ
ど
熱
く
、
見
て
い
る
私
た
ち

や
保
護
者
の
方
々
の
大
き
な
声

援
が
会
場
中
に
響
き
渡
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
〇
二
三
年
六
月
二

十
四
日
㈯
、
茅
野
市
運
動
公
園

相
撲
場
に
て
行
わ
れ
た
、
第
四

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大

会
、
第
三
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女

子
長
野
県
大
会
に
お
い
て
は
、

南
長
野
よ
り
出
場
の
選
手
七
名

が
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
す

る
な
ど
、
南
長
野
枠
大
躍
進
と

な
り
、
女
子
の
部
に
お
い
て
は

小
学
四
年
生
、
五
年
生
、
六
年

生
、
全
て
の
学
年
で
優
勝
を
果

た
し
、
男
子
四
年
生
の
部
に
お

い
て
も
優
勝
を
果
た
す
と
い

う
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
男
子
全
国
大
会
は
二
〇
二
三

年
七
月
三
十
日
㈰
に
、
両
国
国

技
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
出
場

選
手
た
ち
が
全
国
の
猛
者
た
ち

相
手
に
素
晴
ら
し
い
闘
志
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
全
国

大
会
は
二
〇
二
三
年
九
月
二
十

四
日
㈰
、
新
発
田
市
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
ア
リ
ー
ナ

に
開
催
予
定
で
あ
り
、
選
手
た

ち
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
南
長
野
青
年

会
議
所
の
旗
艦
事
業
と
し
て
続

い
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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二
〇
二
三
年
六
月
十
一
日
㈰
、

（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
六
月

例
会
『
全
員
集
合
　
第
二
回
Ｍ
Ｎ
Ｊ

Ｃ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
例
会
は
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
午
前
中
は
ボ

ウ
リ
ン
グ
で
汗
を
流
し
、
午
後
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
私
の
希
望
で
ボ
ウ
リ
ン

グ
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
会
員
交
流
事
業
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
年
会

議
所
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
一
人
で
は
実

現
し
ま
せ
ん
。
本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
も
「
仲
間
と
共
に
」
と
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
先
ず
は
南
長
野
青
年
会
議

所
の
仲
間
が
よ
り
交
流
を
深
め
協
力

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
ア
ピ

ナ
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
。
青
年
会
議
所

で
は
普
段
の
活
動
と
し
て
体
を
動
か

す
機
会
と
い
う
と
ゴ
ル
フ
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
・
・
・
？
今
回
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
は
そ
れ
と
は
違
っ
た
新
鮮

な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
懇
親
会
と
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

で
の
感
想
や
結
果
発
表
な
ど
、
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
皆
で
飲
み
交
わ
し
交

流
を
深
め
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ

ま
し
た
。

　
前
述
し
た
と
お
り
、
青
年
会
議
所

運
動
は
一
人
で
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込
む
運
動
を

お
こ
す
た
め
に
は
、
我
々
が
動
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
事
業

は
そ
の
動
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一

つ
で
あ
る
、
「
楽
し
さ
」
を
共
有
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
山
亮
太

室
長
所
感

　
二
〇
二
三
年
七
月
十
九
日
㈬
、

長
野
商
工
会
議
所
　
篠
ノ
井
支
所

　
二
階
大
会
議
室
に
て
、
七
月
例

会
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー

チ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
ト
レ
ー
ナ
ー
大
阿

久
友
伸
様
を
迎
え
、
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
参
加
会
員
に
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
例
会
の
講
義
は
、
三
分
間
ス

ピ
ー
チ
に
焦
点
を
当
て
、
短
時
間

で
も
相
手
の
心
を
つ
か
み
、
相
手

に
こ
ち
ら
の
意
図
と
思
い
を
的
確

に
伝
え
、
聞
き
手
を
納
得
さ
せ
る

と
い
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
使
用
で

き
る
素
晴
ら
し
い
講
義
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
聞
く

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
自
身
の

考
え
と
言
葉
の
使
い
方
、
時
間
の

使
い
方
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
三
分
と
い
う
時
間
は
、

短
い
よ
う
で
、
相
手
に
自
分
の
意

図
を
伝
え
、
経
験
を
話
、
体
系
を

持
っ
て
話
を
す
る
に
は
実
に
短
い

時
間
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
話

の
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
相
手
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
非
常
に

大
変
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

　
本
例
会
は
ま
さ
に
、
Ｊ
Ｃ
マ
ン

と
し
て
、
個
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

と
し
て
、
と
て
も
有
意
義
で
あ

り
、
資
質
向
上
と
し
て
最
高
の
例

会
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

全
員
集
合
　
第
二
回
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

月
例
会

6

７
月
　
日
㈬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー
チ

月
例
会

7

企
画
担
当  

■

会
員
拡
大
・
組
織
向
上
室
■

19

　
資
質
向
上
の
た
め
に
企
画
し
た
今
回

の
ス
ピ
ー
チ
例
会
で
す
が
、
時
間
が
短

い
中
、姿
勢・表
情・ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
・

自
分
の
癖
・
話
の
ト
ー
ン
・
服
装
な
ど

考
え
て
い
る
よ
う
で
考
え
て
い
な
か
っ

た
事
も
丁
寧
に
ご
指
導
頂
き
、
ま
た
、

シ
ナ
リ
オ
の
構
築
も
端
的
に
わ
か
り
や

す
く
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

　
な
か
な
か
ス
ピ
ー
チ
の
や
り
方
と
い

う
も
の
を
学
ぶ
機
会
は
少
な
く
、
今
回

の
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
非
常
に
有
意
義

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

榊
原  

剛

室
長
所
感

企
画
担
当  

■

国
際
交
流
室
■

６
月
　
日
㈰
【
前
半
】
ア
ピ
ナ
ボ
ウ
ル
　
【
後
半
】
平
山
ス
チ
ー
ル
工
業
　
駐
車
場

11
！！

　
本
例
会
は
普
段
メ
ン
バ
ー
全
員
が

集
ま
る
機
会
が
少
な
い
青
年
会
議
所

で
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
も
大
切
で

あ
る
と
い
う
平
山
理
事
長
の
考
え
の

も
と
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
メ
ン

バ
ー
同
士
の
意
見
交
換
の
場
も
増

え
、
よ
り
良
い
事
業
を
地
域
に
還
元

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

!!
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地
域
の
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
な
ろ
う

企
画
担
当  

■

会
員
拡
大
・
組
織
向
上
室
■

４
月
　
日
㈬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19

月
例
会

4
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二
〇
二
三
年
四
月
十
九
日
㈬
、
長

野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所
二
階
大

会
議
室
に
て
、（
公
社
）南
長
野
青
年

会
議
四
月
例
会
『
地
域
の
た
め
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
な
ろ
う
』
を

開
催
致
し
ま
し
た
。

　
本
例
会
は
会
員
拡
大
・
組
織
向
上

室
　
室
長
　
榊
原
剛
君
が
講
師
と
し

て
、
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｊ

ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
を
も
と
に
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
は
な
に
か
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
と
し
て
必
要
な

行
動
、
考
え
方
と
は
何
か
を
皆
で
学

び
ま
し
た
。

　
周
囲
を
巻
き
込
み
、
先
導
し
、
周

り
に
思
い
を
伝
播
す
る
方
法
を
榊
原

室
長
の
講
演
形
式
で
深
く
学
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
私
た
ち
南
長
野
青

年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
が
ど

の
よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
が
、
ど

の
よ
う
に
仕
事
に
生
か
し
て
い
く
か

を
考
え
る
重
要
な
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
、
社
会
人
の
資
質
向
上
と
し

て
素
晴
ら
し
い
例
会
で
あ
っ
た
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

が
五
類
と
な
り
、
募
集
定
員
を
一

五
〇
名
と
し
て
二
〇
一
八
年
以
前

の
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
を
取
り
戻

す
気
持
ち
で
設
営
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
〜
二
〇

二
一
年
は
中
止
、
二
〇
二
二
年
は

感
染
症
対
策
を
し
規
模
縮
小
で
の

開
催
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
参
加

者
が
集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

結
果
と
し
て
一
〇
〇
名
を
超
え
る

子
ど
も
達
が
相
撲
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
相
撲
道
を
通

じ
礼
節
を
学
び
・
勝
ち
負
け
の
結

果
で
は
な
く
子
供
た
ち
の
心
身
の

成
長
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
次
年

以
降
も
多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り

相
撲
を
取
っ
て
い
る
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
審
判

団
の
方
々
・
信
州
な
で
し
こ
隊
の

方
々
・
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
様
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
多
数
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
で
き

ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、

委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

久
保
善
幸

委
員
長
所
感

　
資
質
向
上
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｅ

と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
チ
ズ
ン
に
な
る
と
い

う
こ
と
は
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の

か
、
ど
の
よ
う
な
社
会
影
響
を
与
え
る
の
か
、

私
自
身
も
レ
ジ
ュ
メ
を
作
成
し
な
が
ら
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
た
だ
何
も
考
え
ず
に
Ｊ
Ｃ
活
動
を
行
う
よ
り

は
、
行
動
を
起
こ
す
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続
け

る
こ
と
が
大
事
な
こ
と
な
の
だ
な
と
痛
感
致
し

ま
し
た
。

榊
原

剛

室
長
所
感

　
二
〇
二
三
年
五
月
二
十
一
日

㈰
、
南
長
野
運
動
公
園
相
撲
場

に
て（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議

所
五
月
例
会
『
第
三
八
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
　
第
四
回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場

所
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
は
三
年
ぶ
り
に
全
学
年
対
象

に
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
小
学
生
が
参
加
し

て
く
だ
さ
り
、
一
〇
〇
名
を
超

え
る
申
し
込
み
と
な
り
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
試

合
に
全
力
を
傾
け
、
見
て
い
る

私
た
ち
も
引
き
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
熱
い
取
り
組
み
を
多
く
見

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
薄
く
な
り
、
こ
の
よ
う

月
例
会

5

企
画
担
当  

■

子
育
ち
応
援
委
員
会
■

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所

第38回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所

第4回

５
月
　
日
㈰
　
　
　
　
　
　
　

南
長
野
運
動
公
園

相
撲
場

21

第38回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

７
月
　
日
㈰
　
両
国
国
技
館

30

第4回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
全
国
大
会

９
月
　
日
㈰
　
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
ア
リ
ー
ナ

24

第3回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰
　
茅
野
市
運
動
公
園
相
撲
場

24

第4回

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大
会

６
月
　
日
㈰
　
茅
野
市
運
動
公
園
相
撲
場

24

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

な
行
事
が
以
前
の
よ
う
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
、
非

常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
子

供
た
ち
の
取
り
組
み
は
見
て
い

る
私
た
ち
も
、
目
を
奪
わ
れ
る

ほ
ど
熱
く
、
見
て
い
る
私
た
ち

や
保
護
者
の
方
々
の
大
き
な
声

援
が
会
場
中
に
響
き
渡
っ
て
お

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
〇
二
三
年
六
月
二

十
四
日
㈯
、
茅
野
市
運
動
公
園

相
撲
場
に
て
行
わ
れ
た
、
第
四

回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
県
大

会
、
第
三
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女

子
長
野
県
大
会
に
お
い
て
は
、

南
長
野
よ
り
出
場
の
選
手
七
名

が
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
す

る
な
ど
、
南
長
野
枠
大
躍
進
と

な
り
、
女
子
の
部
に
お
い
て
は

小
学
四
年
生
、
五
年
生
、
六
年

生
、
全
て
の
学
年
で
優
勝
を
果

た
し
、
男
子
四
年
生
の
部
に
お

い
て
も
優
勝
を
果
た
す
と
い

う
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
男
子
全
国
大
会
は
二
〇
二
三

年
七
月
三
十
日
㈰
に
、
両
国
国

技
館
に
お
い
て
行
わ
れ
、
出
場

選
手
た
ち
が
全
国
の
猛
者
た
ち

相
手
に
素
晴
ら
し
い
闘
志
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
女
子
全
国

大
会
は
二
〇
二
三
年
九
月
二
十

四
日
㈰
、
新
発
田
市
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内
ア
リ
ー
ナ

に
開
催
予
定
で
あ
り
、
選
手
た

ち
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
南
長
野
青
年

会
議
所
の
旗
艦
事
業
と
し
て
続

い
て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。
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あす
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二
〇
二
三
年
六
月
十
一
日
㈰
、

（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
六
月

例
会
『
全
員
集
合
　
第
二
回
Ｍ
Ｎ
Ｊ

Ｃ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
例
会
は
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
午
前
中
は
ボ

ウ
リ
ン
グ
で
汗
を
流
し
、
午
後
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
私
の
希
望
で
ボ
ウ
リ
ン

グ
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
会
員
交
流
事
業
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
年
会

議
所
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
一
人
で
は
実

現
し
ま
せ
ん
。
本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
も
「
仲
間
と
共
に
」
と
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
先
ず
は
南
長
野
青
年
会
議

所
の
仲
間
が
よ
り
交
流
を
深
め
協
力

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
ア
ピ

ナ
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
。
青
年
会
議
所

で
は
普
段
の
活
動
と
し
て
体
を
動
か

す
機
会
と
い
う
と
ゴ
ル
フ
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
・
・
・
？
今
回
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
は
そ
れ
と
は
違
っ
た
新
鮮

な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
懇
親
会
と
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

で
の
感
想
や
結
果
発
表
な
ど
、
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
皆
で
飲
み
交
わ
し
交

流
を
深
め
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ

ま
し
た
。

　
前
述
し
た
と
お
り
、
青
年
会
議
所

運
動
は
一
人
で
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込
む
運
動
を

お
こ
す
た
め
に
は
、
我
々
が
動
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
事
業

は
そ
の
動
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一

つ
で
あ
る
、
「
楽
し
さ
」
を
共
有
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
山
亮
太

室
長
所
感

　
二
〇
二
三
年
七
月
十
九
日
㈬
、

長
野
商
工
会
議
所
　
篠
ノ
井
支
所

　
二
階
大
会
議
室
に
て
、
七
月
例

会
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー

チ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
ト
レ
ー
ナ
ー
大
阿

久
友
伸
様
を
迎
え
、
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
参
加
会
員
に
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
例
会
の
講
義
は
、
三
分
間
ス

ピ
ー
チ
に
焦
点
を
当
て
、
短
時
間

で
も
相
手
の
心
を
つ
か
み
、
相
手

に
こ
ち
ら
の
意
図
と
思
い
を
的
確

に
伝
え
、
聞
き
手
を
納
得
さ
せ
る

と
い
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
使
用
で

き
る
素
晴
ら
し
い
講
義
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
聞
く

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
自
身
の

考
え
と
言
葉
の
使
い
方
、
時
間
の

使
い
方
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
三
分
と
い
う
時
間
は
、

短
い
よ
う
で
、
相
手
に
自
分
の
意

図
を
伝
え
、
経
験
を
話
、
体
系
を

持
っ
て
話
を
す
る
に
は
実
に
短
い

時
間
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
話

の
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
相
手
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
非
常
に

大
変
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

　
本
例
会
は
ま
さ
に
、
Ｊ
Ｃ
マ
ン

と
し
て
、
個
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

と
し
て
、
と
て
も
有
意
義
で
あ

り
、
資
質
向
上
と
し
て
最
高
の
例

会
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

全
員
集
合
　
第
二
回
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

6

７
月
　
日
㈬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー
チ

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

7

企
画
担
当  

■

会
員
拡
大
・
組
織
向
上
室
■

19

　
資
質
向
上
の
た
め
に
企
画
し
た
今
回

の
ス
ピ
ー
チ
例
会
で
す
が
、
時
間
が
短

い
中
、姿
勢・表
情・ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
・

自
分
の
癖
・
話
の
ト
ー
ン
・
服
装
な
ど

考
え
て
い
る
よ
う
で
考
え
て
い
な
か
っ

た
事
も
丁
寧
に
ご
指
導
頂
き
、
ま
た
、

シ
ナ
リ
オ
の
構
築
も
端
的
に
わ
か
り
や

す
く
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

　
な
か
な
か
ス
ピ
ー
チ
の
や
り
方
と
い

う
も
の
を
学
ぶ
機
会
は
少
な
く
、
今
回

の
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
非
常
に
有
意
義

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

榊
原  

剛

室
長
所
感

企
画
担
当  

■

国
際
交
流
室
■

６
月
　
日
㈰
【
前
半
】
ア
ピ
ナ
ボ
ウ
ル
　
【
後
半
】
平
山
ス
チ
ー
ル
工
業
　
駐
車
場

11
！！

　
本
例
会
は
普
段
メ
ン
バ
ー
全
員
が

集
ま
る
機
会
が
少
な
い
青
年
会
議
所

で
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
も
大
切
で

あ
る
と
い
う
平
山
理
事
長
の
考
え
の

も
と
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
メ
ン

バ
ー
同
士
の
意
見
交
換
の
場
も
増

え
、
よ
り
良
い
事
業
を
地
域
に
還
元

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

!!
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編
集
後
記

　
早
い
も
の
で
九
月
を
迎
え
ま
し
た
。
か
が
り
火
も
今
年
二
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
今
年
度
は
三
月
例
会
『
い
ざ
出
陣
！
リ
ア
ル
川
中
島
合
戦
ス
ゴ
ロ
ク
』

か
ら
始
ま
り
、
五
月
例
会
『
第
三
八
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
・
第

四
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所
』、
八
月
例
会
『
職
人
か
ら
学
ぼ

う
！
〜
花
火
師
の
職
業
体
験
〜
』
と
子
供
た
ち
に
多
く
参
加
し
て
も

ら
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
三
月
例
会
は
社
会
開
発
系
例
会
で
し
た
が
、
子

供
た
ち
の
参
加
者
が
多
く
、
私
事
で
す
が
三
月
例
会
の
役
割
上
子
供
た

ち
に
、
た
く
さ
ん
玩
具
の
剣
で
切
ら
れ
た
印
象
が
多
い
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
の
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、「
あ
〜
、
や
っ

て
よ
か
っ
た
ぁ
」
と
感
じ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
る
な
ら
目

的
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
瞬
間
だ
け
は
参
加
者
と
共
に
楽
し
め
る
の
も
、
現
役
の
特
権
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
資
質
向
上
・
会
員
拡
大
室
の
榊
原
室
長
が
、
四
月

例
会
に
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
』、
七
月
例

会
に
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー
チ
』
を
題
材
に
、
資
質
向
上
系
の

例
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
普
段
で
す
と
中
々
触

れ
る
機
会
は
な
い
の
で
す
が
、
い
ざ
体
験
し
て
み
る
と
「
こ
ん
な
に
仕

事
で
役
立
つ
ん
だ
」
と
い
う
感
想
が
率
直
な
も
の
で
し
た
。
ど
の
よ
う

に
巻
き
込
む
か
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
資
質
向
上
系
の
例
会
は
青

年
会
議
所
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
、
最
善
な
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
ま
た
、
八
月
の
総
会
で
は
、
次
年
度
理
事
長
が
決
定
し
、【
藤
岡
秀
一
】

君
が
予
定
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
藤
岡
君
は
私
と
同
期
で
あ
り
、
私
も

長
い
時
を
Ｊ
Ｃ
と
共
に
過
ご
し
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
藤
岡
君
は
メ
ン

バ
ー
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
持
ち
前
の
明
る
さ
と
、
物
事
を
常

に
楽
し
ん
で
行
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
併
せ
持
つ
存
在
で
す
。
来
年
は
そ

の
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
今
ま
で
以
上
に
明
る
い
組
織
に
な
っ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
か
が
り
火
」
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
の
編
集
後
記
も
六
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
長
い
間
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
同
じ
年
、

同
じ
例
会
は
無
い
な
と
感
じ
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
一
つ
と
っ
て
も
委
員
長

の
カ
ラ
ー
が
出
て
、
継
続
事
業
で
も
文
字
に
起
こ
す
と
、
同
じ
内
容
に

感
じ
取
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
面
白
い
も
の
で
す
。
次
に
お
会
い
す
る
の

は
十
二
月
に
な
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
楽
し

い
か
が
り
火
を
作
成
し
て
参
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
　
上
條  

裕
太

ホームページ更新中！
是非ご覧下さい !!

検索南長野青年会議所
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職
人
か
ら
学
ぼ
う
！
〜
花
火
師
の
職
業
体
験
〜

企
画
担
当  

■

子
育
ち
応
援
委
員
会
■

８
月
２
日
㈬
　
長
野
市
篠
ノ
井
交
流
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

月
例
会

8二
〇
二
三
年
八
月
二
日
㈬
、
長
野
市
篠
ノ
井

交
流
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
八
月

例
会
『
職
人
か
ら
学
ぼ
う
！
〜
花
火
師
の
職
業

体
験
〜
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
例
会
は
、
株
式
会
社
丸
富
様
に
講
師
と
し

て
お
越
し
い
た
だ
き
、
参
加
く
だ
さ
っ
た
地
域

の
小
学
高
学
年
の
皆
様
に
、
花
火
師
と
し
て
の

仕
事
の
説
明
と
、
模
擬
打
ち
上
げ
花
火
作
成
、

線
香
花
火
、
蚊
取
り
線
香
作
成
を
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
に
皆
様
は
、

今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
花
火
体
験
に
興

味
津
々
で
、
体
験
後
の
質
問
時
間
に
は
、
時
間

枠
い
っ
ぱ
い
ま
で
質
問
が
終
わ
ら
な
い
大
変
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
例
会
参
加
募
集

が
、
開
始
よ
り
七
時
間
で
定
員
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
も
な
し
と
い
う
、
非
常

に
注
目
さ
れ
た
例
会
で
し
た
。
例
会
担
当

久

保
善
幸
委
員
長
が
「
自
分
が
子
供
の
頃
、
や
っ

て
み
た
か
っ
た
事
業
内
容
で
す
」
と
言
っ
て
お

り
、
そ
の
熱
量
の
高
さ
を
う
か
が
え
ま
し
た
。

今
後
も
南
長
野
青
年
会
議
所
と
し
て
多
く
の

青
少
年
に
夢
と
希
望
を
持
つ
事
業
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
。

「
学
校
や
家
庭
で
の
日
常
生
活
で
は
体
験
で

き
な
い
こ
と
を
、
子
供
達
が
体
験
で
き
る
事

業
」
「
自
分
が
子
ど
も
だ
っ
た
ら
是
非
と
も
参

加
し
た
い
と
思
う
内
容
」
と
い
う
二
つ
の
拘
り

で
事
業
構
築
し
た
結
果
と
し
て
「
花
火
」
に
辿

り
着
き
ま
し
た
。

有
難
い
こ
と
に
募
集
開
始
か
ら
半
日
も
経
た

ず
に
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
拘
り
の
一

つ
は
直
ぐ
に
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
花
火
師
の
仕
事
内
容
を
聞
く
」

「
模
擬
の
花
火
玉
作
り
」
「
線
香
花
火
作
り
」

「
蚊
取
り
線
香
作
り
」
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
長
時
間
で
あ
り
、

実
際
の
製
作
作
業
で
も
、
難
航
す
る
場
面
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
真
剣
で
楽
し
そ
う
な
子
供

た
ち
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
は
、
本
事
業
で
「
も
の
づ
く

り
」
に
興
味
を
持
ち
、
今
後
は
身
近
に
あ
る

「
も
の
」
の
成
立
ち
や
携
わ
っ
て
い
る
職
人
の

想
い
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
事
業
構
築
の
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
副
理
事
長
・
素
晴
ら
し

い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
下
さ
っ
た
副
委
員
長
、

そ
の
他
の
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
メ
ン
バ
ー
に
感

謝
申
し
上
げ
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

久
保
善
幸

委
員
長
所
感

西澤  雅弥
会社名 光電気工事株式会社

会社事業内容 建築工事における電気設備工事

ＰＲ 箱物から電球交換まで、あなたの「光」に
寄り添った電気工事を。

32歳2023 Pick Up!
新入会員Ｎｏ.2

2023所属委員会
子育ち応援委員会  副委員長

最近の趣味 子供と遊ぶこと。

JCの目標 自己研磨の成果を地域に還元する。
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二
〇
二
三
年
六
月
十
一
日
㈰
、

（
公
社
）南
長
野
青
年
会
議
所
六
月

例
会
『
全
員
集
合
　
第
二
回
Ｍ
Ｎ
Ｊ

Ｃ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
本
例
会
は
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流

を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
午
前
中
は
ボ

ウ
リ
ン
グ
で
汗
を
流
し
、
午
後
は

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
私
の
希
望
で
ボ
ウ
リ
ン

グ
＆
Ｂ
Ｂ
Ｑ
の
会
員
交
流
事
業
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青
年
会

議
所
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
一
人
で
は
実

現
し
ま
せ
ん
。
本
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
も
「
仲
間
と
共
に
」
と
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
先
ず
は
南
長
野
青
年
会
議

所
の
仲
間
が
よ
り
交
流
を
深
め
協
力

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
前
半
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
ア
ピ

ナ
ボ
ウ
ル
に
て
開
催
。
青
年
会
議
所

で
は
普
段
の
活
動
と
し
て
体
を
動
か

す
機
会
と
い
う
と
ゴ
ル
フ
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
・
・
・
？
今
回
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
は
そ
れ
と
は
違
っ
た
新
鮮

な
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
半
で
は
懇
親
会
と
し
て
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
行
い
ま
し
た
。
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

で
の
感
想
や
結
果
発
表
な
ど
、
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
で
皆
で
飲
み
交
わ
し
交

流
を
深
め
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ

ま
し
た
。

　
前
述
し
た
と
お
り
、
青
年
会
議
所

運
動
は
一
人
で
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

地
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込
む
運
動
を

お
こ
す
た
め
に
は
、
我
々
が
動
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
事
業

は
そ
の
動
く
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一

つ
で
あ
る
、
「
楽
し
さ
」
を
共
有
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

平
山
亮
太

室
長
所
感

　
二
〇
二
三
年
七
月
十
九
日
㈬
、

長
野
商
工
会
議
所
　
篠
ノ
井
支
所

　
二
階
大
会
議
室
に
て
、
七
月
例

会
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー

チ
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
例
会
で
は
ト
レ
ー
ナ
ー
大
阿

久
友
伸
様
を
迎
え
、
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
参
加
会
員
に
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
例
会
の
講
義
は
、
三
分
間
ス

ピ
ー
チ
に
焦
点
を
当
て
、
短
時
間

で
も
相
手
の
心
を
つ
か
み
、
相
手

に
こ
ち
ら
の
意
図
と
思
い
を
的
確

に
伝
え
、
聞
き
手
を
納
得
さ
せ
る

と
い
う
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
使
用
で

き
る
素
晴
ら
し
い
講
義
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
際
に
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
で
聞
く

だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
、
自
身
の

考
え
と
言
葉
の
使
い
方
、
時
間
の

使
い
方
を
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
三
分
と
い
う
時
間
は
、

短
い
よ
う
で
、
相
手
に
自
分
の
意

図
を
伝
え
、
経
験
を
話
、
体
系
を

持
っ
て
話
を
す
る
に
は
実
に
短
い

時
間
と
感
じ
ま
す
。
そ
の
中
で
話

の
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
相
手
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
は
非
常
に

大
変
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。

　
本
例
会
は
ま
さ
に
、
Ｊ
Ｃ
マ
ン

と
し
て
、
個
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

と
し
て
、
と
て
も
有
意
義
で
あ

り
、
資
質
向
上
と
し
て
最
高
の
例

会
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

全
員
集
合
　
第
二
回
Ｍ
Ｎ
Ｊ
Ｃ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

月
例
会

6

７
月
　
日
㈬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー
チ

月
例
会

7

企
画
担
当  

■

会
員
拡
大
・
組
織
向
上
室
■

19

　
資
質
向
上
の
た
め
に
企
画
し
た
今
回

の
ス
ピ
ー
チ
例
会
で
す
が
、
時
間
が
短

い
中
、姿
勢・表
情・ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
・

自
分
の
癖
・
話
の
ト
ー
ン
・
服
装
な
ど

考
え
て
い
る
よ
う
で
考
え
て
い
な
か
っ

た
事
も
丁
寧
に
ご
指
導
頂
き
、
ま
た
、

シ
ナ
リ
オ
の
構
築
も
端
的
に
わ
か
り
や

す
く
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

　
な
か
な
か
ス
ピ
ー
チ
の
や
り
方
と
い

う
も
の
を
学
ぶ
機
会
は
少
な
く
、
今
回

の
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
非
常
に
有
意
義

な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

榊
原  

剛

室
長
所
感

企
画
担
当  

■

国
際
交
流
室
■

６
月
　
日
㈰
【
前
半
】
ア
ピ
ナ
ボ
ウ
ル
　
【
後
半
】
平
山
ス
チ
ー
ル
工
業
　
駐
車
場

11
！！

　
本
例
会
は
普
段
メ
ン
バ
ー
全
員
が

集
ま
る
機
会
が
少
な
い
青
年
会
議
所

で
メ
ン
バ
ー
同
士
の
交
流
も
大
切
で

あ
る
と
い
う
平
山
理
事
長
の
考
え
の

も
と
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
メ
ン

バ
ー
同
士
の
意
見
交
換
の
場
も
増

え
、
よ
り
良
い
事
業
を
地
域
に
還
元

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

長
野
商
工
会
議
所
篠
ノ
井
支
所

二
階
大
会
議
室

!!
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編
集
後
記

　
早
い
も
の
で
九
月
を
迎
え
ま
し
た
。
か
が
り
火
も
今
年
二
回
目
と
な

り
ま
す
。

　
今
年
度
は
三
月
例
会
『
い
ざ
出
陣
！
リ
ア
ル
川
中
島
合
戦
ス
ゴ
ロ
ク
』

か
ら
始
ま
り
、
五
月
例
会
『
第
三
八
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
野
場
所
・
第

四
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
女
子
長
野
場
所
』、
八
月
例
会
『
職
人
か
ら
学
ぼ

う
！
〜
花
火
師
の
職
業
体
験
〜
』
と
子
供
た
ち
に
多
く
参
加
し
て
も

ら
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
三
月
例
会
は
社
会
開
発
系
例
会
で
し
た
が
、
子

供
た
ち
の
参
加
者
が
多
く
、
私
事
で
す
が
三
月
例
会
の
役
割
上
子
供
た

ち
に
、
た
く
さ
ん
玩
具
の
剣
で
切
ら
れ
た
印
象
が
多
い
か
ら
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
子
供
た
ち
の
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、「
あ
〜
、
や
っ

て
よ
か
っ
た
ぁ
」
と
感
じ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
る
な
ら
目

的
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
瞬
間
だ
け
は
参
加
者
と
共
に
楽
し
め
る
の
も
、
現
役
の
特
権
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
資
質
向
上
・
会
員
拡
大
室
の
榊
原
室
長
が
、
四
月

例
会
に
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｔ
ｈ
ｅ

Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ｅ
ｙ
』、
七
月
例

会
に
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー
チ
』
を
題
材
に
、
資
質
向
上
系
の

例
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
普
段
で
す
と
中
々
触

れ
る
機
会
は
な
い
の
で
す
が
、
い
ざ
体
験
し
て
み
る
と
「
こ
ん
な
に
仕

事
で
役
立
つ
ん
だ
」
と
い
う
感
想
が
率
直
な
も
の
で
し
た
。
ど
の
よ
う

に
巻
き
込
む
か
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
資
質
向
上
系
の
例
会
は
青

年
会
議
所
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
、
最
善
な
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
ま
た
、
八
月
の
総
会
で
は
、
次
年
度
理
事
長
が
決
定
し
、【
藤
岡
秀
一
】

君
が
予
定
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
藤
岡
君
は
私
と
同
期
で
あ
り
、
私
も

長
い
時
を
Ｊ
Ｃ
と
共
に
過
ご
し
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
藤
岡
君
は
メ
ン

バ
ー
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
持
ち
前
の
明
る
さ
と
、
物
事
を
常

に
楽
し
ん
で
行
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
併
せ
持
つ
存
在
で
す
。
来
年
は
そ

の
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
今
ま
で
以
上
に
明
る
い
組
織
に
な
っ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
か
が
り
火
」
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
の
編
集
後
記
も
六
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
長
い
間
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
同
じ
年
、

同
じ
例
会
は
無
い
な
と
感
じ
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
一
つ
と
っ
て
も
委
員
長

の
カ
ラ
ー
が
出
て
、
継
続
事
業
で
も
文
字
に
起
こ
す
と
、
同
じ
内
容
に

感
じ
取
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
面
白
い
も
の
で
す
。
次
に
お
会
い
す
る
の

は
十
二
月
に
な
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
楽
し

い
か
が
り
火
を
作
成
し
て
参
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
　
上
條  

裕
太

ホームページ更新中！
是非ご覧下さい !!

検索南長野青年会議所
かがり火のバックナンバーはホームページでご覧ください。
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職
人
か
ら
学
ぼ
う
！
〜
花
火
師
の
職
業
体
験
〜

企
画
担
当  

■

子
育
ち
応
援
委
員
会
■

８
月
２
日
㈬
　
長
野
市
篠
ノ
井
交
流
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

月
例
会

8二
〇
二
三
年
八
月
二
日
㈬
、
長
野
市
篠
ノ
井

交
流
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
八
月

例
会
『
職
人
か
ら
学
ぼ
う
！
〜
花
火
師
の
職
業

体
験
〜
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
例
会
は
、
株
式
会
社
丸
富
様
に
講
師
と
し

て
お
越
し
い
た
だ
き
、
参
加
く
だ
さ
っ
た
地
域

の
小
学
高
学
年
の
皆
様
に
、
花
火
師
と
し
て
の

仕
事
の
説
明
と
、
模
擬
打
ち
上
げ
花
火
作
成
、

線
香
花
火
、
蚊
取
り
線
香
作
成
を
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
に
皆
様
は
、

今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
花
火
体
験
に
興

味
津
々
で
、
体
験
後
の
質
問
時
間
に
は
、
時
間

枠
い
っ
ぱ
い
ま
で
質
問
が
終
わ
ら
な
い
大
変
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

余
談
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
例
会
参
加
募
集

が
、
開
始
よ
り
七
時
間
で
定
員
い
っ
ぱ
い
に
な

り
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
も
な
し
と
い
う
、
非
常

に
注
目
さ
れ
た
例
会
で
し
た
。
例
会
担
当

久

保
善
幸
委
員
長
が
「
自
分
が
子
供
の
頃
、
や
っ

て
み
た
か
っ
た
事
業
内
容
で
す
」
と
言
っ
て
お

り
、
そ
の
熱
量
の
高
さ
を
う
か
が
え
ま
し
た
。

今
後
も
南
長
野
青
年
会
議
所
と
し
て
多
く
の

青
少
年
に
夢
と
希
望
を
持
つ
事
業
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
。

「
学
校
や
家
庭
で
の
日
常
生
活
で
は
体
験
で

き
な
い
こ
と
を
、
子
供
達
が
体
験
で
き
る
事

業
」
「
自
分
が
子
ど
も
だ
っ
た
ら
是
非
と
も
参

加
し
た
い
と
思
う
内
容
」
と
い
う
二
つ
の
拘
り

で
事
業
構
築
し
た
結
果
と
し
て
「
花
火
」
に
辿

り
着
き
ま
し
た
。

有
難
い
こ
と
に
募
集
開
始
か
ら
半
日
も
経
た

ず
に
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
拘
り
の
一

つ
は
直
ぐ
に
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
花
火
師
の
仕
事
内
容
を
聞
く
」

「
模
擬
の
花
火
玉
作
り
」
「
線
香
花
火
作
り
」

「
蚊
取
り
線
香
作
り
」
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
長
時
間
で
あ
り
、

実
際
の
製
作
作
業
で
も
、
難
航
す
る
場
面
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
真
剣
で
楽
し
そ
う
な
子
供

た
ち
の
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
に
は
、
本
事
業
で
「
も
の
づ
く

り
」
に
興
味
を
持
ち
、
今
後
は
身
近
に
あ
る

「
も
の
」
の
成
立
ち
や
携
わ
っ
て
い
る
職
人
の

想
い
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
事
業
構
築
の
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
副
理
事
長
・
素
晴
ら
し

い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
下
さ
っ
た
副
委
員
長
、

そ
の
他
の
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
メ
ン
バ
ー
に
感

謝
申
し
上
げ
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

久
保
善
幸

委
員
長
所
感

て
よ
か
っ
た
ぁ
」
と
感
じ
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
る
な
ら
目

的
、Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
の
瞬
間
だ
け
は
参
加
者
と
共
に
楽
し
め
る
の
も
、
現
役
の
特
権
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
資
質
向
上
・
会
員
拡
大
室
の
榊
原
室
長
が
、
四
月

例
会
に
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
Ｔ
ｈ
ｅ

会
に
『
Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
ス
ピ
ー
チ
』
を
題
材
に
、
資
質
向
上
系
の

例
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。Ｊ
Ｃ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
普
段
で
す
と
中
々
触

れ
る
機
会
は
な
い
の
で
す
が
、
い
ざ
体
験
し
て
み
る
と
「
こ
ん
な
に
仕

事
で
役
立
つ
ん
だ
」
と
い
う
感
想
が
率
直
な
も
の
で
し
た
。
ど
の
よ
う

に
巻
き
込
む
か
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
、
資
質
向
上
系
の
例
会
は
青

年
会
議
所
の
魅
力
を
伝
え
る
に
は
、
最
善
な
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
ま
た
、
八
月
の
総
会
で
は
、
次
年
度
理
事
長
が
決
定
し
、【
藤
岡
秀
一
】

君
が
予
定
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
藤
岡
君
は
私
と
同
期
で
あ
り
、
私
も

長
い
時
を
Ｊ
Ｃ
と
共
に
過
ご
し
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。
藤
岡
君
は
メ
ン

バ
ー
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
持
ち
前
の
明
る
さ
と
、
物
事
を
常

に
楽
し
ん
で
行
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
併
せ
持
つ
存
在
で
す
。
来
年
は
そ

の
力
を
存
分
に
発
揮
し
、
今
ま
で
以
上
に
明
る
い
組
織
に
な
っ
て
く
れ

る
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
「
か
が
り
火
」
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
の
編
集
後
記
も
六
回
目
に
な
り
ま
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
長
い
間
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
同
じ
年
、

同
じ
例
会
は
無
い
な
と
感
じ
ま
す
。
わ
ん
ぱ
く
一
つ
と
っ
て
も
委
員
長

の
カ
ラ
ー
が
出
て
、
継
続
事
業
で
も
文
字
に
起
こ
す
と
、
同
じ
内
容
に

感
じ
取
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
面
白
い
も
の
で
す
。
次
に
お
会
い
す
る
の

は
十
二
月
に
な
る
予
定
で
す
。
皆
様
の
ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
、
楽
し

い
か
が
り
火
を
作
成
し
て
参
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
学
校
や
家
庭
で
の
日
常
生
活
で
は
体
験
で

き
な
い
こ
と
を
、
子
供
達
が
体
験
で
き
る
事

業
」
「
自
分
が
子
ど
も
だ
っ
た
ら
是
非
と
も
参

加
し
た
い
と
思
う
内
容
」
と
い
う
二
つ
の
拘
り

で
事
業
構
築
し
た
結
果
と
し
て
「
花
火
」
に
辿

有
難
い
こ
と
に
募
集
開
始
か
ら
半
日
も
経
た

ず
に
定
員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
拘
り
の
一

つ
は
直
ぐ
に
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

「
花
火
師
の
仕
事
内
容
を
聞
く
」

「
模
擬
の
花
火
玉
作
り
」
「
線
香
花
火
作
り
」

「
蚊
取
り
線
香
作
り
」
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て

は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
長
時
間
で
あ
り
、

実
際
の
製
作
作
業
で
も
、
難
航
す
る
場
面
も
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
が
真
剣
で
楽
し
そ
う
な
子
供

子
ど
も
達
に
は
、
本
事
業
で
「
も
の
づ
く

り
」
に
興
味
を
持
ち
、
今
後
は
身
近
に
あ
る

「
も
の
」
の
成
立
ち
や
携
わ
っ
て
い
る
職
人
の

想
い
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
事
業
構
築
の
ア
ド
バ

イ
ス
い
た
だ
き
ま
し
た
副
理
事
長
・
素
晴
ら
し

い
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
下
さ
っ
た
副
委
員
長
、

そ
の
他
の
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
メ
ン
バ
ー
に
感

謝
申
し
上
げ
委
員
長
所
感
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

久
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善
幸

西澤  雅弥
会社名 光電気工事株式会社

会社事業内容 建築工事における電気設備工事

ＰＲ 箱物から電球交換まで、あなたの「光」に
寄り添った電気工事を。
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2023所属委員会
子育ち応援委員会  副委員長

最近の趣味 子供と遊ぶこと。

JCの目標 自己研磨の成果を地域に還元する。




